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対処すべき課題

《GAIN-RG 2023》
2020/4～2023/3
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前中期経営計画 の振返り
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《GAIN-RG 2023》
2020/4～2023/3

方針：顧客起点の深化、収益向上への変革
国内：ビジネスユニットを軸に顧客起点での事業戦略を推進
海外：中国・ASEANを中心にグローバル展開を加速

目標：掲げた業績目標には届かず
責務：未曽有のコロナ禍で事業継続と安定供給で医療を支える
課題：物価高騰の影響を受けた収益性低下

総括

業績
売上高

営業利益

640億円

26億円

637億円

7億円

停滞した需要が回復し国内外で増収、円安に
よる円貨換算額の増加も加わり目標を概ね達成

目標 実績

原材料費や電力費など想定を超える物価高騰
影響を受けて目標から大きく乖離
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中期的な取り組み
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収益構造の改革 グローバリゼーションの推進

経営計画基本方針

収益性の向上 社会課題の解決 企業価値の向上

長期的耐久性を備えた会社へと変革する
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事業ポートフォリオマネジメントの強化
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成
長
性

収益性（ROIC）

改善事業

新規事業 成長事業

コア事業

戦略的投資領域

成長性
収益性
資本効率

成長性、収益性、資本効率を踏まえたバランス経営の志向

投下資本効率・労働生産性の向上

経
営
資
源
の
集
中
投
下製品ライフサイクルに基づいた品目整理
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構造改革による経営基盤の強靭化
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次なる１０年先を見据えて、環境変化に耐えうる強靭な経営基盤を構築

グループ
全体最適
の実現

構造改革
の推進

▍新興国の国産優遇政策を踏まえた
サプライチェーン全体最適化

▍グローバル化・デジタル化を支え
る人材確保と育成制度の確立

経営基盤の強靭化

安定的な
利益創出
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グローバルな事業収益の拡大
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拡大する世界需要の取込みに向けて経営資源の重点配分と体制の強化

コアリソース
人材/技術/資本

アライアンス

R＆D
グローバル

マーケティング

外部資源
活用

重点配分
体制強化

ＪＭＳブランドの浸透

グローバル化の加速

事業収益の拡大

地域特性に応じた最適な
ソリューションビジネスの展開
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ＥＳＧ経営の推進
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- 第１フェーズ -

• 価値創造プロセスの策定
• マテリアリティの特定

- 第２フェーズ -

• 基本方針の策定、目標設定
• アクションプラン策定

サスティナビリティ準備委員会

▍ 部門横断チームの立上げ

好循環

事業と企業活動を通じてマテリアリティ（重要課題）の解決を図る

2022年度

2024年度

2023年度
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最後に
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新体制のもとグループ全社一丸となって、
医療と社会の発展に貢献

持続的な成長
企業価値向上

株価水準引上げ、ＰＢＲ改善

JMSJ

JMSB JMSS

Bionic JMSNA

JMSHT

JMSHP

JMSD

JMSK

プライム再上場

ＩＲ活動の充実
（進捗と成果）




